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Clinical evaluation of rifampicin for  urinary tract infection was made by means of a double
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blind method with aminobenzylpenicillin as a control drug. The following results were obtained. 
Rifampicin was administered to 72 cases and  aminobenzylpenicillin to 67 cases. Clinical effects 
of both were comparatively studied, and there was no statistical difference between both groups. 
Both groups were  proVed to consist of similar grade of  urinary tract  infection as to  symptOms 
and signs. No serious side effects were observed. From the above results, this new antibiotic, 
rifampicin, may be entitled to join in the battle against urinary infection.
は じ め に
Rifampicin(以下RFPと 略)は1967年イ タ




本剤に関 してはす でに基礎的お よび臨床的研
究が数多 く報告 され,経 口投与 に よる有効性が
高 く評価 されてい る,と くに グラム陽性菌に関
す る強い抗菌 力は大いに期待 され るところであ
る2・3)
今 回われわれ は本剤 の尿路感染症 に対 する治
療効果 について,わ れわれが 日常繁用 している
薬剤 の1つ であるaminobenzyl-penicillin(以
下AB-PCと 略)と 比較 しなが ら検討 したの で
これ らの結果 につ いて報告す る.
方法お よび対象
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*各項 目とも左側は治療前,右側は治療後.
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これ ら の結 果 か らRFPの1日 投 与 量600mgと
AB-PCの1日 投 与量1,000mgと が 対 応 した 効 果 を
示 す もの と考 え られ る.
2)抗 菌 力 と臨床 効 果
RFP投 与 群 に つ い てMICと 臨 床 効果 の 関連 に つ
い て検 討 した が,MICが25μ9/m1以 上 で も著 効,
有効 例 が14例見 られ,し か も この うち13例がE.coli
に よ る もの で あ った の は きわ め て 興 味 深 い こ とで あ っ
た(F㎏.1).
またAB・PC投 与 群 で は,disc感受 性(一)ま た は
(+)で 有効 例 が8例 に み られた が,StaPhylOCOCCZtS
aureus2例,E.coli2例,Serratia,Enterococcus,
Klebsiella,Proteus各1例であ った ,
な お,い ず れ の投 与 群 で もRett8erella,Klebsiella
には 効 果 は 思 わ し くな か っ た.
3)副 作用 な らび に 臨 床 検査 値 の検 討
臨 床 検査 値 に っい てS-GOT,S-GPT,alkal・ine
phosphataseにつ い て,ほ ぼ 全 症 例 に つ き検 討 した
(Fig.2～7).
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Fig.8リ フ ァ ン ピシ ンの 血 中濃 度
'300
mg経 口投 与1,2,4,6は 人 工透 析 患 者
・醤 肝
3,5は健常人



























012∠ 震 とメ 、「2
Fig.9RFP300mg内 服 時 の 尿 中 濃 度
また,尿 中 排 泄 量 は 健常 人2例 の平 均 で,12時 間 ま














RFP300mg経 口投 与後 の尿 中 排 泄 率




































われわれはRFPの 尿 路感染症 に対 す る効果
を,従 来 繁用 してきてい るAB-PCと 比 較検討
す るためdoubleblind法に より,つ ぎの成績
を得た.
1.RFP投 与群72例,AB-PC投与群 では67
例 に・うき臨床効果 を検討 したが,総 合効果 につ
いて両投与群 の間に推計学 的に有意の差は認 め
えなかった.
2.自 覚症状,他 覚症状につい てもそれ ぞれ
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同様 検討 したが,両 投与群 に有意 の差 は認 めえ
なかった,
3.副 作用 は と くに重篤 なものは なかった.
4.以 上の成績 よ りみて 新 しい抗生物質ri-
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,抗アレルギー ・抗炎症 ・解毒 ・肝保護作用をもつ 強ミノC
ma木オミ/77乳_ゲγC
包S2ml10管 ・100管,5m'5管・50管,20ml5管・30管
健 保 薬 価2rnl26円,5ml40円,20ml141円

















湿疹,皮 膚炎,奪 麻疹,小 児ス ト
ロフルス,神経痛,リ ウマチ,腰・
背痛,妊娠中毒,特 発性腎出血,
急性出血性膀胱炎,中耳炎,副鼻腔
炎,ロ内炎,プリクテン,結膜炎,
角膜炎,薬物副作用,薬 物過敏症
など
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